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野菜に しました。 けれど、 お 肉で も 添えれば、 野菜の 

方が、 おいしい 弁当が 出来ます でしよう ご 

「弁当 を斿 えな さるんで すか。 どこかへ 勤めて いられ 

るので すか ご 

彼女 は 返事 をせ ずに、 ただ 怪訝そう に 彼 を 見 あげ ま 

した。 その 視線が、 へんに 鋭く、 彼の 胸 を 刺しました 

〔# 「刺しました」 は 底本で は 「剌 しました」 r 

彼 は 眉 を ひそめました。 彼女が その 良人の ため か 子 

供の ため かまた は 誰か 身内の 者の ために、 弁当 を栴ぇ 

る こと は、 甚だ あり 得る ことだった のです。 それ を、 

彼女が 全く 独り 暮 しだと、 どうして 彼 は 初めから きめ 



彼女のう ちに ある もの、 表面的な 一 種の 白痴 美の 底に 

ひそんで いるもの を、 推測し かねました。 彼 は 静かに 

言いました。 

「お 目に かかり 初めてから、 もう 三 ヶ月に もなります _ 

そして …… どうした のか 私 は、 もっとよ く、 あなたの 

こと を いろいろ 知りた くな りました。 私から も、 いろ 

いろお 話したい ことがあります。 日本で は、 男女の 交 

際 は、 まだ、 世間 的に むつ かしい かも 知れません が、 

お 互に 精神 さえし つかりして おれば、 咎 むべき ことで 

はありますまい。 そのうち、 ゆっくりお 目に かかれ ま 

せんで しょうか。 外 を ぶらぶら 歩いても よろしい し、 



どこかへ 行っても よろしい のです が …… ご 

言って るう ちに、 彼 は 自分で 嫌に なりました。 お 千 

代さん は 彼 を 勝手に 引っ張り 廻し ました。 彼 も 彼女 を 

勝手に 引っ張り 廻すべき ではなかった でしよう か。 

「ねえ、 どこかへ ゆっくり 行きません かご 

暫くた つて、 彼女 は 独語の ように 答えました。 

「連れていって 下さい ますの ご 

「ええ、 行きましょう。」 

「ほんと に 連れていつ て 下さい ますの ご 

「ほんと です ご 

「 い つに しましょう。 - 



太い 握りの 洋傘 を鋁 刺の 〔# 「鋁 刺の」 は 底本で は 「鋁剌 

の 匕 ハンドバッグに 持ち 添えて いました。 それだけ 

のこと を 彼が 見て取った ほど、 彼女 は 今時 珍ら しい 粋 

ないで たちでした。 それでも、 彼女 はや はり 笑顔 も 見 

せませんでした。 

「お待ちして おりました ご と 彼女 は 言いました。 

それから、 ちょっと 歩こうと 言って、 彼女 は 彼 を 墓 

地の 中へ 誘いました。 五重塔と 高さ をき そってる 大き 

な 銀杏の 木の ほと リを、 ただ 無言の うちにぐ るりと 一 

廻りして、 そして 元の 所に 出ました。 

彼女 は 尋ねる ように 彼の 顔 を 見上げました。 



内され ました。 窓の 外 は 木 影 や 植込みで、 清凉の 気が 

室内に も 漂って いました。 

岸 本 は 背広の 上衣 をぬ いで ネクタイ を ゆるめ、 美津 

枝 は 端坐して 扇 を 使い、 畳 敷の 方に 卓 を はさんで 向い 

合いました。 

「わたくし、 昨日 も あすこで お待ちし ておりました。 

一 昨日 もお 待ちして おりました ごと 彼女 は 言いました _ 

「しかし、 今日、 土曜日と いうお 約束だった でしよう ご 

彼女 は それ を、 耳に 入れない のか 或は 気にしな いの 

か、 何の 返事 もせずに、 窓の 外に 眼 を やった きりで し 

た。 



「どちらで もお よろしい ように …… ご と 彼女 は 平然 

と 答えました。 

その 白々 しい 顔 を、 岸 本 は 不気味に 眺めました。 彼 

女が 花柳界な ど の 空気 を 吸った 女で ない こと も、 また、 

ひそかに 男 客 を 取る ような 女で ない こと も、 極めて 明 

ら かでした。 そうだと すれば、 なに か 性的 欠陥の ある 

中性 的な 女だった のでし ようか。 そういう 様子 も 見え 

ませんで した。 岸 本 は 自分の 感情の 持ちよう に 迷い ま 

した。 それでも、 一方、 彼女の その 平然 さに、 彼 は 一 

種の 安心 を も 覚えました。 

彼 は 速 S を 早めて 酒 を 飲みました。 ウイ スキ ー も 飲 
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